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義務化まであと5年！
改正省エネ基準
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遠浅の浜に建つ嚴島神社
好木心
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義務化まであと5年！
改正省エネ基準

住宅の改正省エネ基準への「経過措置期間」が2015年３月31日で終了し、
4月１日からはいよいよ新基準「改正省エネ基準」（平成25年基準）が完全施行される。

旧基準「次世代省エネ基準」（平成１１年基準）は建物の外皮の断熱性能だけで評価したが、
新基準では「断熱性能」に加えて「一次エネルギー消費量」も省エネ性能の物差しとして評価される。

戸建住宅では「外皮平均熱貫流率（U
ユーエー

A値）」と「冷房期の平均日射熱取得率（η
イータエー

Ａ値）」、
そして「一次エネルギー消費量」が地域区分ごとの基準値以下であることが求められる。

2020年までには、すべての新築住宅・建築物の新基準の「適合義務化」が予定されている。
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グ
ル
ー
プ
力
を
活
か
し
た“
仕
組
み
づ
く
り
”と

“
機
能
提
案
”で
さ
ら
な
る
付
加
価
値
を

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
素
は「
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
」を
ご
愛
読
賜
り
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
格

別
の
ご
愛
顧
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
世
界
で
は
、
米
国
や
英
国

で
の
景
気
は
堅
調
に
推
移
し
た
一
方
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
、

さ
ら
に
は
香
港
で
も
政
情
不
安
と
な
っ
た
ほ
か
、
中
国
の

経
済
成
長
の
鈍
化
が
鮮
明
に
な
る
な
ど
、
世
界
経
済
全
体

と
し
て
は
不
安
定
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
国
内
に
お
い

て
は
、
企
業
収
益
が
回
復
傾
向
で
推
移
す
る
中
、
雇
用
情

勢
の
改
善
等
を
背
景
に
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
と
な

り
ま
し
た
。
消
費
税
率
の
再
引
き
上
げ
の
延
期
決
定
に
加

え
、
政
府
の
経
済
対
策
等
の
効
果
に
よ
り
、
２
０
１
５
年

の
国
内
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

消
費
税
増
税
の
反
動
減
の
影
響
で
厳
し
い
状
況
が
続
い

た
昨
年
の
国
内
住
宅
市
場
で
し
た
が
、「
住
宅
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
」復
活
や「
フ
ラ
ッ
ト
３５
Ｓ
」の
金
利
優
遇
幅
拡
大
な

ど
、
政
府
に
よ
る
住
宅
取
得
促
進
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
お

り
、
本
年
は
回
復
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
国
土
交

通
省
の
補
助
事
業
で
は
、「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
」の
対
象
に
省
エ
ネ
住
宅
を
加
え
て
新
設
さ
れ
る
見
通

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
」の
活
用
可
能
性
の
検
討
な
ど
、「
木
」を
扱
う

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
一
層
努
力
す
る
所
存
で
す
。

　

２
０
１
５
年
は
六ろ

く
じ
っ十

干か
ん
し支

で「
乙
未（
き
の
と
ひ
つ

じ
）」。「
乙
」は
新
し
い
改
革
は
進
め
る
も
苦
労
し
が
ち

な
情
勢
を
示
し
、「
未
」は
、
繁
茂
が
過
ぎ
る
と
い
う
意

味
だ
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
立
ち
は
だ
か
る
障
害
に
屈

す
る
こ
と
な
く
、
進
む
べ
き
道
を
見
失
わ
ず
に
行
動
す

べ
き
年
と
い
う
こ
と
で
す
。
弊
社
に
求
め
ら
れ
て
い
る
課

題
に
着
実
に
取
り
組
み
、
皆
様
と
と
も
に
業
界
を
盛
り

上
げ
て
参
り
ま
す
。
本
年
も「
Ａ
Ｂ
Ｃ（
当
た
り
前
の
こ

と
を
、
ば
か
に
せ
ず
、
ち
ゃ
ん
と
や
る
）」を
合
言
葉
に
、

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
追
求
致
し
ま
す
。

　

弊
誌「
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
」で
は
本
年
も
皆
様
に
と
っ

て
有
益
な
情
報
を
、
分
か
り
や
す
く
タ
イ
ム
リ
ー
に
発

信
し
て
い
け
る
よ
う
一
層
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
引
き

続
き
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

し
の「
地
域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業
」も
注
目
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、中
長
期
的
に
人
口
減
少
が
進
む
日
本
で
は
、

新
築
市
場
の
縮
小
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
同

様
、
新
築
需
要
に
確
実
に
応
え
て
い
く
と
同
時
に
、
着
工

数
に
依
存
し
な
い
市
場
に
対
し
て
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
か
が
重
要
な
課
題
で
す
。

　

私
共
は
、
既
存
事
業
の
推
進
と
と
も
に
、
新
た
に
需

要
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
市
場
へ
の
取
り
組
み
も
強
化
し
、

“
仕
組
み
づ
く
り
”と“
機
能
提
案
”で
弊
社
な
ら
で
は
の

付
加
価
値
を
ご
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
３
月
末
で
改
正
前
の
省
エ
ネ
基
準
の
経
過
措
置
期

間
が
終
了
と
な
り
、
い
よ
い
よ
２
０
２
０
年
の
改
正
省
エ

ネ
基
準
義
務
化
に
向
け
て
待
っ
た
な
し
の
状
況
と
な
っ
て

参
り
ま
し
た
。
弊
社
で
は
今
後
も
省
エ
ネ
基
準
に
対
応
し

た
資
材
提
案
を
は
じ
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
算
や
省
エ
ネ
住

宅
補
助
事
業
の
申
請
支
援
も
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
法
整
備
や
技
術
的
進
歩
に
よ
り
拡
大
が
予
想

さ
れ
る
非
住
宅
市
場
に
お
い
て
は
、
木
造
の
構
造
設
計

支
援
や
資
材
提
案
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
産
材
原
木
の
輸
出
や
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

用
木
質
チ
ッ
プ
の
販
売
、
新
材
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る

新年の
ご挨拶

Q1. 改正省エネ基準
　　適合義務化の認識度

調査対象：中小工務店・大工業界４団体※の会員
調査期間：２０１４年1月10日～3月7日
回 収 数：2,794

Q2. 省エネ基準適合住宅
　　 施工経験の有無

※ 全国建設労働組合総連合、（一社）全国中小建築工事業団体連合会、（一社）ＪＢＮ、（一社）日本木造優良住宅協会

これまでに、元請により省エネ基準（次世代
省エネ基準（平成11年基準）等）を満たす住
宅を施工した実績はありますか。

無回答：2.5％

知らない：
8.8%

無回答：2.0%

概要は
知っている：
45.6%

概要は
知っている：
45.6%

聞いたこと
がある：
31.2%

聞いたこと
がある：
31.2%

詳しく知っている：
12.3%

出所：国土交通省

ある：
43.2％
ある：
43.2％ない：

54.3％
ない：
54.3％

　「住宅の省エネ基準適合義務化に
向けた取り組み」に関して、国土交
通省は2014年に中小工務店・大工
業界へのアンケート調査を実施し
た。約6割の事業者が「2020年まで
に新築住宅は義務化されるという
概要は知っている」と回答したが、

「詳しく知っている」と答えた事業者
は約12％にとどまった。特に雇用
従業員数が少ない事業者の認知度
が低かった。
　また約55％の事業者が省エネ基
準を満たす住宅を施工した実績が
ないと回答している。

「詳しく知っている」は約12％適合義務化に対する
事業者の認識度
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外皮性能基準 一次エネルギー消費量基準

・外皮平均熱貫流率（UA値）
・冷房期の平均日射熱取得率（ηA値）

部位別仕様表を用いた外皮性能簡易計算法

外皮の仕様基準

・外皮平均熱貫流率（UA値）
・冷房期の平均日射熱取得率（ηA値）

・躯体各部位の断熱性能を規定
・開口部の断熱性能を規定
・開口部の日射遮蔽性能を規定

適用条件：開口部比率

一次エネルギー消費量
（q値、mc値、mH値*）

一次エネルギー消費量
（q値、mc値、mH値）

設備機器の仕様を規定
適用条件：外皮面積比率
設備の仕様基準

設計・施工指針

＊q値：単位温度差あたりの外皮熱損失量
 mc値：単位日射強度あたりの冷房期日射熱取得量
 mH値：単位日射強度あたりの暖房期日射熱取得量

建築主の判断基準

当
分
の
間
の
適
用

［ 住 宅 ］

［］]

※ 2020年には適合義務化の予定

廃 止 経過措置期間（1年半）

2015年4月1日2013年10月1日

公 布 施 行 完全施行

完全廃止次世代省エネ基準（平成11年基準）

改正省エネ基準（平成25年基準）

旧

新

設計仕様（省エネ手法を加味）
＊１：負荷の削減の事例

● 外皮の断熱化
● 日射の遮蔽･取得 
● 通風利用
● 躯体蓄熱 
● 熱交換換気の採用
● 調光 
● 照明制御
● 節湯型器具の採用 
● 太陽熱温水器の設置
● 高断熱浴槽の採用 
   など

+

+

+

+

－
＊２：家電調理等は床面積
に応じて決まる値を用
いる

空調・暖冷房エネルギー消費量

換気エネルギー消費量

照明エネルギー消費量

給湯エネルギー消費量

家電・調理エネルギー消費量＊２

●太陽光発電設備の設置
●コージェネレーション設備の設置

基準一次エネルギー消費量（旧基準相当）≧設計一次エネルギー消費量

負荷の削減＊１

エネルギーの創出

高効率機器の採用による
設備の効率化

家電等は建築設備に含まれな
いことから省エネ手法は考慮
しない

ここがポイント！ここがポイント！

エネルギー利用効率化設備による
エネルギー削減量

一般社団法人全国住宅産業地域活性化協議会（住活協）：主に工務店を中心とした事業者と木材・建材・設備の住資材流通業者により構成される全国組織。2014年12月に
リフォーム事業の発展に寄与することを目的にした別法人（一社）「住活協リフォーム」を設立。

　

新
築
住
宅
の
省
エ
ネ
化
へ
の
取
り
組
み

が
、
い
よ
い
よ
待
っ
た
な
し
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
２
０
１
５
年
４
月
１
日
に
は
旧
基
準

の
適
用
経
過
措
置
が
終
了
し
、
新
基
準
が
完

全
施
行
と
な
り
ま
す
。
省
エ
ネ
住
宅
に
取
り

組
む
事
業
者
は
、
外
皮
基
準
や
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
基
準
の
新
た
な
計
算
や
、
そ
れ

に
見
合
っ
た
資
材
や
設
備
の
選
定
が
必
要
不

可
欠
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
２
０
２
０
年
以
降
の
新
築
住
宅
は
、

新
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
省
エ
ネ
住
宅
で
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
対
応
準
備
期
間
は
５
年
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
新
設
住
宅
着
工
数
が
減
少
す

る
厳
し
い
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
も
、
新

基
準
に
向
き
合
う
こ
と
は
建
築
事
業
者
に

と
っ
て
は
必
須
な
の
で
す
。

　

し
か
し
新
基
準
は
、
計
算
な
ど
が
今
ま
で

よ
り
難
し
い
、
と
い
う
声
が
あ
る
の
も
事
実

で
す
。
そ
こ
で
全
国
住
宅
産
業
地
域
活
性
化

協
議
会（
以
下
、
住
活
協
）で
は
、
工
務
店
の

方
々
が
改
正
省
エ
ネ
基
準
を
正
し
く
理
解
し

有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
支
援
体
制
を
構

築
し
て
い
ま
す
。

　

住
活
協
で
は
全
国
80
地
域
で
、
展
開
す
る

工
務
店
会
の
事
務
局
を
担
う
流
通
会
員
向
け

セ
ミ
ナ
ー
を
随
時
開
催
し
、
新
基
準
適
用
を

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
流
通
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
流
通
リ
ー
ダ
ー
は
各
工
務

店
会
で
勉
強
会
を
開
き
、「
建
設
主
の
判
断

基
準
」へ
の
対
応
方
法
や「
設
計･

施
工
指
針
」

の
簡
易
計
算
法
の
扱
い
な
ど
を
工
務
店
に
伝

え
ま
す
。
ま
た
計
算
な
ど
の
外
注
を
望
む
工

務
店
に
は
、
流
通
会
員
に
よ
る
業
務
代
行
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
流
通
店
の

方
々
が
担
う
役
割
は
大
き
く
、
工
務
店
の

方
々
へ
の
積
極
的
な
支
援
が
必
要
で
す
。

　

住
活
協
の
工
務
店
会
員
の
多
く
は
、
地
域

型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
で
長
期
優
良
住
宅

を
経
験
し
、
さ
ら
に
勉
強
会
で
知
識
を
得
る

こ
と
で
改
正
省
エ
ネ
基
準
へ
の
理
解
度
は
進

ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
こ
う
し
た

団
体
や
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
て
い
な
い
中
小

工
務
店
の
中
に
は
、
ま
だ
理
解
が
十
分
で
な

い
事
業
者
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

工
務
店
の
方
々
も
グ
ル
ー
プ
や
団
体
な
ど
に

加
わ
り
、
２
０
２
０
年
に
向
け
て
省
エ
ネ
住

宅
の
勉
強
を
さ
れ
る
こ
と
を
ぜ
ひ
お
勧
め
し

ま
す
。

待
っ
た
な
し
の

改
正
省
エ
ネ
基
準
義
務
化

一般社団法人全国住宅産業
地域活性化協議会
会長

熊
く ま が わ

川三
み つ お き

興氏

　新たな指標として導入された、
住宅の燃費の良さを表す「一次エネ
ルギー消費量」は、戸建住宅では空
調・暖冷房、換気、照明、給湯、家
電調理など設備のエネルギー消費
量を合計して算出する。
　また、太陽光発電などによる創エ
ネ効果は、エネルギー削減量として
差し引くことができる。
　算出した「設計一次エネルギー消
費量」は、旧基準相当の断熱性と標
準的な設備で算定した「基準一次エ
ネルギー消費量」以下になることが
求められる。

　省エネ基準の判定は「建築主の判断基準」と「設計・施工
指針」の２つのルートがあり、計算が複雑な「建築主の判断
基準」は、計算支援プログラムが公開されている。
　設計・施工指針本則の「部位別仕様表」を用いた「外皮性
能簡易計算法」は、部位の面積を求めるのに少々手間がか

かるが、外皮の建材の仕様表を使って簡易に計算ができ
る。ただしオーバースペックになる場合がある。
　設計・施工指針附則の「外皮の仕様基準」は、旧基準の仕
様基準をベースに作成されているが、基準値は開口部比率
に応じて設定される。

　住宅に関する新基準は2013年10月1日から施行され、旧
基準の適用が可能な経過措置期間（2015年3月31日まで）を
経て、2015年4月1日から完全施行となる（2020年までの
5年間は努力義務期間）。
　また、住宅の省エネ基準の見直しに伴い改正された「住
宅性能表示制度」も、2015年4月1日から完全施行となる。
旧制度の「省エネルギー対策等級」を「断熱等性能等級」と

し、最上位の等級４は改正省エネ基準相当とする。また「一
次エネルギー消費量等級」を新たに導入し、最上位の等級
５は低炭素建築物認定基準相当とする。長期優良住宅の温
熱環境に関する認定基準も同様の扱いとなる。
　なお2014年4月に閣議決定された新たな「エネルギー基本
計画」では、2020年までに新築住宅・建築物について段階
的に省エネ基準の適合を義務化することが盛り込まれている。

詳しくは下で解説

次世代省エネ基準
（平成11年基準）

改正省エネ基準
（平成25年基準）

改正

改正

新設

外皮の
断熱性

設備の
省エネ性

地域区分

年間暖冷房負荷

熱損失係数（Q値）

夏期日射取得係数（μ値）

外皮平均熱貫流率
（ＵＡ値）

冷房期の平均日射熱取得率
（ηＡ値）

+
一次エネルギー消費量

断熱性能
＋

設備性能
＋

創エネルギーの取組

１～８地域
(8区分）

Ⅰ～Ⅵ
（６区分）

詳しくは下で解説

旧 新

＊1   外皮：熱的境界。外壁、床、天井、屋根、窓、ドアなど
＊2   一次エネルギー消費量基準：建築物で使用する電気、ガスなどの二次エネルギー消費量を、化石燃料などの一次エネルギー消費量に換算して求める

　外壁や窓など住宅の外皮＊1の断熱性能（「外皮基
準」）に加え、設備の性能や省エネルギーを総合的に
評価する「一次エネルギー消費量基準」＊2を新たに導
入したのが大きな変更点。
　「外皮基準」は、これまでの床面積から算出した「熱
損失係数（Ｑ値）」と「夏期日射取得係数（μ値）」に代
わり、外皮表面積から算出する「外皮平均熱貫流率

（UＡ値）」と「冷房期の平均日射熱取得率（ηＡ値）」に
変更された。また、「年間暖冷房負荷」の基準は廃止
となった。断熱性能については、旧基準相当の水準が
引き続き求められる。
　地域区分は６区分から８区分に変わり、寒冷地での
ηAの基準、蒸暑地でのUAの基準は設けられていない。

新たに「一次エネルギー消費量基準」を導入旧基準とはここが違う！

エネルギー消費量の合計が基準以下になるように新導入の
「一次エネルギー消費量」とは

判定は２本立てからなる基準判定のための
計算法

2015年4月1日から完全施行に施行スケジュール

義務化まであと5年！ 改正省エネ基準特  集
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＊1   低燃費住宅：長寿命かつできるだけ光熱費がかからない住宅。株式会社低燃費住宅の早田宏徳氏が始めた。
＊2   エネルギーパス：「家の燃費」を表示する証明書。ＥＵ加盟各国では、一年間の必要エネルギー量の明示が義務付けられており、分かりやすく表示するエネルギーパスが
　　                                用いられている。

齋賀設計工務の低燃費住宅モデルハウス。「ハイブリット断熱工
法」の20センチを超える厚い外壁が高い断熱性能を発揮し、外
気温に影響されずに室内の温度や湿度をほぼ一定に保つ 改

正
省
エ
ネ
基
準
の
上
を
い
く

「
低
燃
費
住
宅
＊
１

」に
取
り
組
む

〜
工
務
店
の
改
正
省
エ
ネ
基
準
へ
の
対
応
〜

齋
賀
設
計
工
務（
埼
玉
県
日
高
市
）

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
省
エ
ネ
住
宅
へ

　

省
エ
ネ
住
宅
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
は
、

２
０
１
１
年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
と

福
島
第
一
原
発
の
事
故
で
し
た
。
日
本
は

今
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
上
昇
し
、
住

宅
の
光
熱
費
も
増
大
す
る
危
機
感
を
感
じ

宅
を
建
て
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
グ
ル
ー

プ
で
年
間
１
５
０
棟
建
設
し
、
当
社
で
は

今
ま
で
に
３
棟
完
成
さ
せ
て
い
ま
す
。ま
た
、

省
エ
ネ
基
準
に
つ
い
て
の
情
報
や
補
助
金

申
請
サ
ポ
ー
ト
、
資
材
提
案
な
ど
流
通
店

さ
ん
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

低
燃
費
住
宅
は
高
い
省
エ
ネ
性
能
を

誇
っ
て
い
ま
す
が
、
通
気
層
を
設
け
て
い
な

い
な
ど
、
国
の
定
め
る
基
準
と
合
わ
な
い
部

分
が
若
干
あ
り
、
そ
の
す
り
合
わ
せ
が
今

後
、
解
決
す
べ
き
課
題
で
す
。
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ス
＊
２
を

取
得
し
て
い
る
の
で
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
は
省
エ
ネ
住
宅
を
強
力
に
推
進
し
て

い
ま
す
。
減
税
措
置
な
ど
で
お
客
様
の
関

心
も
高
ま
っ
て
お
り
、
義
務
化
さ
れ
れ
ば

省
エ
ネ
住
宅
以
外
の
新
築
は
建
て
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
工
務
店

は
、
省
エ
ネ
に
本
気
で
取
り
組
ま
な
い
と

生
き
残
れ
な
い
岐
路
に
立
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
流
通
店
さ
ん
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
同
じ
悩
み
を
抱
え

る
工
務
店
同
士
が
集
ま
り
、
技
術
を
磨
い

ま
し
た
。
そ
し
て
お
客
様
が
一
番
求
め
る

家
は
、
光
熱
費
を
抑
え
る
住
宅
だ
と
思
っ

た
の
で
す
。
そ
ん
な
と
き
に
出
合
っ
た
の

が｢

低
燃
費
住
宅
」で
し
た
。

　

低
燃
費
住
宅
は
、
で
き
る
だ
け
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
依
存
し
な
い
住
宅
を
目
指
し
た
、

高
気
密
・
高
断
熱
の
住
宅
で
す
。
外
断
熱
・

内
断
熱
を
合
わ
せ
た
断
熱
工
法
や
ト
リ
プ

ル
断
熱
ガ
ラ
ス
な
ど
を
標
準
採
用
し
て
お

り
、
光
熱
費
は
低
燃
費
住
宅
で
な
い
家
の

３
分
の
１
で
済
み
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
省
エ

ネ
住
宅
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
日
本
の
木
造
軸
組

工
法
に
落
と
し
込
ん
で
い
て
、
中
小
工
務

店
で
も
勉
強
す
れ
ば
省
エ
ネ
性
能
を
実
現

で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

　

今
、
低
燃
費
住
宅
に
取
り
組
む
全
国
の

仲
間
20
社
と
毎
月
、
省
エ
ネ
事
例
の
勉
強

会
や
技
術
研
修
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
一

工
務
店
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、
同
じ

志
の
仲
間
が
集
ま
り
、
共
同
で
技
術
開
発

す
る
こ
と
で
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
省
エ
ネ
住

特  集

有限会社齋賀設計工務

齋
さ い

賀
が

 賢太郎氏

　

住
宅
の
省
エ
ネ
化
に
向
け
て
、
２
０
１
４

年
に
新
た
な
省
エ
ネ
基
準
で
あ
る「
平
成

25
年
基
準
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
は「
地
域
型
住
宅
ブ
ラ
ン
ド

化
事
業
」の
継
続
事
業
と
し
て「
地
域
型
住

宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業
」を
２
０
１
５
年
度
予

算
概
算
要
求
に
盛
り
込
み
、
長
期
優
良
住

宅
に
加
え
、
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
、
認

定
低
炭
素
住
宅
も
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
省
エ
ネ
住
宅
の
普
及
が
進
み
、
こ

れ
ら
の
申
請
に
伴
う
書
類
作
成
な
ど
の

ニ
ー
ズ
が
増
え
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

弊
社
で
は「
申
請
の
手
順
が
わ
か
ら
な

い
」、「
対
応
す
る
時
間
が
な
い
」と
い
っ
た

悩
み
を
抱
え
る
ビ
ル
ダ
ー
・
工
務
店
、
ま
た

そ
の
よ
う
な
ビ
ル
ダ
ー
・
工
務
店
と
取
引
さ

れ
て
い
る
流
通
店
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
弊
社
と
提
携
し
て
い
る
サ

ポ
ー
ト
会
社
が
、
設
計
図
書
の
事
前
計
算

作
業
か
ら
適
合
証
の
発
行
に
至
る
ま
で
の
一

連
の
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

ま
た
、
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
は
な

く
、
省
エ
ネ
基
準
を
満
た
す
建
築
資
材
の

提
案
も
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

住
友
林
業
の
取
り
組
み

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
も
低
燃
費
住
宅
を
省
エ
ネ
住

宅
の
一
つ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ヨーロッパ製のトリプ
ル断熱ガラス。高い断
熱性能を実現する
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＊登録区域は431.2ヘクタールに及び、社殿に加え、前面に広がる瀬戸内海と背後を取り囲む弥山の原始林も含まれている。

【こうき - しん】

vol.14

安
時
代
末
期
の
建
築
様
式
が
残
る

嚴い
つ
く
し
ま島

神
社
は
、
日
本
三
景
の
一
つ
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る「
安あ

き芸
の
宮
島
」に
あ

り
、
１
９
９
６
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
＊
。

　
干
潮
時
に
は
高
床
式
の
建
造
物
と
な
る
一
方
、
満

潮
時
に
は
社
殿
や
廻
廊
が
海
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
島
全
体
が
ご
神
体
と
し
て
崇
め
ら
れ
た

た
め
、
陸
地
で
は
畏
れ
多
い
と
遠
浅
の
浜
に
建
立
さ

れ
た
と
い
う
。

　

平
安
貴
族
の
住
宅
様
式
で
あ
る
寝し

ん
で
ん
づ
く
り

殿
造
を
採
り

入
れ
た
檜ひ

わ
だ
ぶ
き

皮
葺
の
社
殿
が
今
に
伝
わ
る
。
海
水
に

浸
か
る
こ
と
か
ら
木
材
の
腐
食
は
避
け
ら
れ
ず
、
傷

み
の
激
し
い
箇
所
か
ら
順
番
に
根
継
ぎ
を
行
う
な
ど

改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
以
前
は
木
材
の
耐
久

性
は
２
～
３
年
だ
っ
た
が
、
２
０
１
０
年
以
降
、
本

殿
の
土
台
や
橋
掛
の
束
柱
に
特
殊
な
保
存
処
理
を

施
し
た
ヒ
ノ
キ
や
ク
ス
ノ
キ
が
使
わ
れ
て
お
り
、
入

れ
替
え
か
ら
約
５
年
が
経
過
す
る
今
で
も
ほ
と
ん
ど

劣
化
は
見
ら
れ
な
い
。

　
ま
た
、
東
西
に
あ
る
廻
廊
の
床
板
は
、
板
と
板
の

間
に
隙
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
高
潮
や

台
風
の
際
に
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
免
し
た
り
、
浸

水
し
た
海
水
を
逃
が
す
た
め
の
工
夫
だ
。

　
宮
島
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
大
鳥
居
の
主
柱
に

は
、
比
重
が
重
く
腐
り
に
く
い
ク
ス
ノ
キ
の
自
然
木

が
使
わ
れ
て
い
る
。
上
部
の
笠
木
の
下
に
添
え
ら
れ

た
島
木
は
箱
形
の
つ
く
り
で
、
中
に
は
こ
ぶ
し
大
の

玉
石
が
約
７
ト
ン
も
詰
め
ら
れ
て
お
り
、
自
重
だ
け

で
立
っ
て
い
る
。
主
柱
の
基
礎
に
は
松
の
杭
が
打
ち

込
ま
れ
、
地
盤
強
化
も
施
さ
れ
て
い
る
。

　
度
重
な
る
災
害
に
あ
い
つ
つ
も
、先
人
の
知
恵
と
最

新
の
技
術
で
現
在
も
壮
麗
な
姿
を
見
せ
て
い
る
。

写真＝（上）本殿　（右）大鳥居

写真 shalion/PIXTA(ピクスタ)（下）   ペイレスイメージズ/PIXTA(ピクスタ)（右下）

遠浅の浜に建つ
嚴島神社

平

広島県
廿日市市
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矢
島
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
和
え
る
と
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
で
ア
イ
デ
ア
と
デ
ザ
イ
ン
を
固
め
、

誰
の
た
め
に
作
る
の
か
と
い
う
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
職
人
と
共
有
し
て
は
じ
め
て
、
商
品
作
り

に
入
る
。〝
伝
統
産
業
品
だ
か
ら
良
い
〟
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
優
れ
た
機
能
性
と
デ
ザ
イ
ン

性
が
和
え
ら
れ
て
い
る
点
が
同
社
の
強
み
だ
。

　
「
こ
ん
な
商
品
は
ど
う
だ
ろ
う
、
か
ら
始
め
て
、

あ
る
程
度
形
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
赤
ち
ゃ
ん
や
子

ど
も
た
ち
に
使
っ
て
も
ら
い
、
改
良
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。
商
品
開
発
の
際
に
、
購
入
者
で
あ
る
大

人
の
意
見
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
反
応
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
使
う
の
は
子
ど
も
だ

か
ら
。
大
人
の
利
便
性
よ
り
も
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
や
教
育
を
重
視
し
て
も
の
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。
ニ
ー
ズ
か
ら
で
は
な
く
シ
ー
ズ
＊
か
ら
商
品

を
生
み
出
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
ま

で
の
常
識
に
い
い
意
味
で
疑
問
を
持
ち
、
本
当
に

使
う
人
の
こ
と
を
考
え
た
上
で
、
職
人
さ
ん
の
技

術
を
活
か
し
た
も
の
づ
く
り
を
、
こ
れ
か
ら
も
心

が
け
て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
が
自
然
と
日
本
の
本
物
に
触
れ
ら
れ
る

環
境
を
創
出
し
て
い
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」

—

少
子
化
に
よ
る
市
場
規
模
の
縮
小
は
、
不

安
材
料
で
は
な
い
と
矢
島
さ
ん
は
言
う
。
子
ど

も
向
け
の
商
品
は
、各
国
で
大
き
な
違
い
は
な
く
、

ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
も
ほ
と
ん
ど
な

い
。
日
本
の
伝
統
産
業
品
が
、
世
界
の
子
ど
も

た
ち
の
手
に
渡
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

＊ シーズ：企業が持つアイデアや技術力を基にした提案

注 企業を訪ねる

切
に
し
、
壊
れ
た
際
に
は
リ
ペ
ア
も
承
っ
て
い
る

の
で
一
生
使
え
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
に
初
め
て

使
っ
た
コ
ッ
プ
が
、
大
人
に
な
っ
た
ら
ぐ
い
呑
み

や
湯
呑
み
と
し
て
も
使
え
る
。
使
え
ば
使
う
ほ
ど

味
が
出
て
き
て
、
壊
れ
て
も
直
し
な
が
ら
長
く
使

え
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
決
し
て
高
く
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
大
切
に
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
作

り
手
の
想
い
や
商
品
が
で
き
る
ま
で
の
物
語
も
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、“
消
費
者
”で
は

な
く“
暮
し
手
”に
向
け
た
商
品
を
生
み
出
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
商
品
を
使
う
子
ど

も
た
ち
が
、
と
て
も
気
に
入
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
と
い
う
お
声
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

子
ど
も
目
線
を
大
切
に
、

日
本
の
ホ
ン
モ
ノ
を
届
け
た
い

—

“
日
本
の
伝
統
産
業
を
次
世
代
に
つ
な
ぎ
た

い
”と
い
う
熱
い
志
と
と
も
に
シ
ビ
ア
な
視
点
も
持

つ
矢
島
さ
ん
の
姿
勢
は
、商
品
作
り
に
も
現
れ
る
。

　
「
買
い
物
は
、
そ
の
企
業
へ
の
投
票
行
動
で
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
必
要
と
さ
れ
な
け
れ
ば
伝
統
産

業
で
あ
っ
て
も
自
然
淘
汰
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ

と
思
う
ん
で
す
。
た
だ
、
本
当
に
魅
力
的
だ
け
れ

ど
も
、
知
ら
れ
る
機
会
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
、

知
っ
た
ら
ぜ
ひ
自
分
の
生
活
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
う
も
の
を
、
一
人
で
も
多
く
の
人
々
に
伝

え
て
い
き
た
い
の
で
す
。
日
本
の
伝
統
的
な
手
仕

事
に
日
常
的
に
触
れ
ら
れ
る
環
境
作
り
を
、
職
人

さ
ん
た
ち
と
と
も
に
進
め
て
い
き
た
い
ん
で
す
」

日
本
の
伝
統
を
未
来
の

子
ど
も
た
ち
に
つ
な
げ
た
い

—

日
本
の
伝
統
産
業
職
人
の
技
を
活
か
し
、

“
０
か
ら
６
歳
の
伝
統
ブ
ラ
ン
ド
ａ
ｅ
ｒ
ｕ
”
事
業

を
立
ち
上
げ
た
株
式
会
社
和
え
る
。
代
表
取
締
役

の
矢
島
里
佳
さ
ん
は
、『
徳
島
県
か
ら 

本
藍
染
の 

出
産
祝
い
セ
ッ
ト
』 や
『
青
森
県
か
ら 

津
軽
塗
り

の 

こ
ぼ
し
に
く
い
コ
ッ
プ
』、『
愛
媛
県
か
ら 

手

漉
き
和
紙
の 

ボ
ー
ル
』な
ど
、こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
商
品
を
次
々
と
世
に
送
り
出
し
て
い
る
。

　
「
学
生
時
代
か
ら
、
旅
行
代
理
店
の
会
報
誌
で

日
本
各
地
の
職
人
さ
ん
を
取
材
す
る
仕
事
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
職
人
さ
ん
の
手
仕
事
の
魅
力

に
魅
せ
ら
れ
つ
つ
も
、
伝
統
産
業
が
衰
退
の
危
機

に
晒
さ
れ
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
理

由
の
ひ
と
つ
は
、
若
い
世
代
が
、
伝
統
産
業
品
に

触
れ
る
機
会
が
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。
こ
の
ま

ま
で
は
知
ら
な
い
た
め
に
関
心
を
持
て
な
い
日
本

人
が
増
え
、
悪
循
環
が
断
ち
切
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
あ
れ
ば
、
幼
少
期
か
ら
触
れ
ら
れ
る
環
境
を
生

み
出
せ
ば
い
い
ん
だ
と
考
え
ま
し
た
。そ
こ
で〝
伝

統
産
業
×
赤
ち
ゃ
ん
・
子
ど
も
〟
を
掛
け
あ
わ
せ

た
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る
企
業
に
就
職
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
が
、
伝
統
産
業
品
は
大
人
向
け

が
多
く
、そ
の
よ
う
な
業
界
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

な
ら
ば
自
分
で
や
る
し
か
な
い
と
（
笑
）」

—

２
０
１
０
年
東
京
都
主
催
の
学
生
起
業
家

選
手
権
で
優
勝
し
、
大
学
４
年
の
時
に
起
業
し

た
。
商
品
は
決
し
て
安
価
な
も
の
で
は
な
く
、
例

え
ば
同
社
の
人
気
商
品
の
ひ
と
つ
『
青
森
県
か

ら 

津
軽
塗
り
の 

こ
ぼ
し
に
く
い
コ
ッ
プ
』
は

１
２
，６
０
０
円
だ
。
子
ど
も
の
手
で
も
し
っ
か

り
と
つ
か
め
る
よ
う
、機
能
性
も
重
視
し
て
お
り
、

子
ど
も
が
コ
ッ
プ
で
飲
む
こ
と
が
上
手
に
な
っ
た

と
の
声
も
届
い
て
い
る
。

　
「
20
世
紀
は〝
モ
ノ
の
時
代
〟で
、
安
い
商
品
を

ど
ん
ど
ん
買
っ
て
、
壊
れ
た
ら
捨
て
る
を
繰
り
返

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
21
世
紀
は〝
感
性
の

時
代
〟だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
自
分
の
感
性
に
素

直
に
耳
を
傾
け
て
、
本
当
に
必
要
な
も
の
だ
け
を

長
く
大
切
に
使
う
。
津
軽
塗
り
の
コ
ッ
プ
は
ひ
と

つ
作
る
の
に
約
２
カ
月
半
か
か
り
ま
す
。
手
間
と

時
間
を
か
け
て
、
丈
夫
で
口
当
た
り
良
く
仕
上
げ

て
い
る
の
で
す
。
ま
た
普
遍
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
大

「伝統産業品」を
子ども向けにプロデュース

「知る」機会を作ることで
伝統産業の活性化につなげる

「伝統産業品」にデザインと
機能を加えて日常的な存在に

矢島里佳 氏

代表取締役

本　　社 	●	東京都港区西麻布3-5-2-1301
創　　業 	●	2011年
資 本 金 	●	500万円
従 業 員 	●	4名（うち役員1名含む）
事業内容 	●	日本の伝統産業の技術を用いた商

品の企画・開発・販売、日本の伝統
産業の職人の技術を活かしたイベ
ントの企画・制作・実施等

 
株
式
会
社 

和あ

え
る

次世代に技術を残したいと考える多くの職人が子どものための
伝統産業品作りに賛同する

徳島県から 本藍染の 出産祝いセット
25,000円（税別）

こぼしにくい器。内側に「返し」があり、すくいや
すくこぼしにくい。  5,200円（税別）〜

ここが注目ポイント

“伝統産業×赤ちゃん・子ども”の
新分野を開拓する
若き起業家

こぼしにくいコップ。段差があり、指のひっかかり
がよく、両手でしっかり持てる。12,600円（税別）〜
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わ が 社 の イチオシイチオシ

　わが社のイチオシは、木の可能性を追究した弊社独

自の圧縮成形技術による商品です。木材を熱と水蒸気

だけで圧縮処理した「リグノテクス®」は、木とは思え

ない強度と木材独特の艶や香を持ちます。打球面が

正五角形のゴルフパターを商品化しており、そのヘッ

ドの部分に使用しています。

　圧縮技術の成果としてもう一つ誕生した「リグノフ

レックス®」は、木材が軟らかくなり、「リグノテクス®」

とは正反対の特徴があります。ゴムのような柔軟性か

ら「曲がる木の靴べら」が商品化されています。

　これらの圧縮技術による新しい素材は、例えば自動

車の内装や携帯カバーなどにも応用できるのではない

かと思っています。大きな可能性を秘めたこの技術を

活かした商品開発のために、営業の立場から、お客様

に提案したくなるような商品アイデアを提案していけ

たら良いと思います。

独自の圧縮技術で開発した新素材
「リグノテクス®」と「リグノフレックス®」 大矢彩

あ や

加
か

さん名古屋木材株式会社
住環境事業部

表紙 ： 住友林業（株）住宅事業本部　千葉支店　幕張第三展示場

編集室より

広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

新年明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。今月
より新コーナー「わが社のイチオシ」がスタートしました。自社のイチオシなことをご
自身の視点で紹介いただき、皆さまにアピールや新しい発見をしていただくコーナーで
す。次回は4月号に掲載予定です。さて、今年の干支は「未（ひつじ）」。寒さが厳しい
この時期はウールを着て寒さをしのぎ、笑顔の多い年となりますように。（編集室一同）

編
集
後
記住友林業株式会社 木材建材事業本部 事業開発部

kenzai-monthly@sfc.co.jp

今月のニュース

　省エネ法が一部改正され、「建材トップランナー制度」の熱

損失防止建築材料として、新たに「サッシ」と「複層ガラス」が

追加された。２０１４年１１月３０日からの施行。ともに１２年

度を基準年度とし、建材製造事業者等に対して、目標年度

の２２年度までに熱損失防止性能を改善することを求める。

　現在該当する対象事業者は、サッシが５社（LIXIL、

YKK AP、三協立山、エクセルシャノン、不二サッシ）、

複層ガラスが６社（旭硝子、日本板硝子、セントラル硝子、

YKK AP、LIXIL、伊藤忠ウインドウズ）となる。

　対象建築物は、主に戸建住宅や低層共同住宅で、ＲＣ

造の高層マンションなどは対象外となる。住宅の窓からの

熱損失は約50％を占めているが、熱損失防止建築材料に

ついてはこれまでは「断熱材」のみとされていた。

　施行により、性能の引き上げだけでなく、性能表示も

課されるが、サッシは2017年2月末まで、複層ガラス

は2015年11月末まで経過措置期間が設けられている。

建材トップランナー制度＊の対象に
「サッシ」と「複層ガラス」が追加される

目標基準値を達成した場合の各区分における性能改善率（％） 

大矢さんお勧めの
「曲がる木の靴べら
LIGNOFLEX（リグノ
フレックス）Shoe -
horn」に使っている圧
縮木材。曲がる木の靴
べらは、先端がかかと
に合わせて曲がり、足
にフィットする

出所：総合資源エネルギー調査会 省エネルギー・新エネルギー分科会 省エネルギー小委員会 建築材料等判断基準ワーキンググループ　サッシ及びガラスに関するとりまとめ

＊	建材トップランナー制度
	 現存する最も効率の良い建材を基に設定した目
標年度における性能を満たすことを求める制度

引き違い
FIX

上げ下げ
縦すべり出し
横すべり出し

開
閉
形
式
区
分

9.51
2.40
2.80
2.14
1.60

2012年度加重平均値 [W/K]
8.04
2.21
2.62
1.99
1.55

目標基準値 [W/K]
15.49％
7.81％
6.40％
6.94％
3.04％

性能改善率

2012年度加重平均値 [W/（㎡・K）] 目標基準値 [W/（㎡・K）] 性能改善率 代表的なサイズ（㎡）

2.3
0.66
0.66
0.53
0.42

代表的なサイズ（㎡）

複
層
ガ
ラ
ス

全
体

サ
ッ
シ

一般複層ガラス
+

Low-E複層ガラス
2.36 2.19 7.33％ ̶

■ 1月号より、特集ページのみを弊社ホームページに掲載いたします。[URL] http://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/
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（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

新  設  住  宅  計
建築主別

11月
8月9月10月対前月比

△ 807 △ 1.0（％） △ 13,111 △ 14.3（％）
△ 564
△ 243

217
△ 973

769
△ 820

△ 1,240
456

△ 270

△ 537

△ 770
△ 5
327

△ 89

2,111

△ 2,918

145
△ 3,186

111
△ 7

19

73,771
1,387

72,384

24,250
28,435

417
20,669
10,188
10,299

65,901

7,870

1,270
3,333

106
3,161

40,667

33,104

392
20,344
12,272

54
42

78,364
1,589

76,775

24,462
32,655

1,247
20,000

9,255
10,602

70,275

8,089

1,155
3,463

375
3,096

45,101

33,263

416
18,556
14,160

60
71

79,171
2,153

77,018

24,245
33,628

478
20,820
10,495
10,146

70,545

8,626

1,925
3,468

48
3,185

42,990

36,181

271
21,742
14,049

67
52

75,882
1,362

74,520

24,617
30,082

887
20,296

9,949
10,247

67,760

8,122

865
3,456

65
3,736

42,979

32,903

373
19,845
12,600

55
30

△ 26.2
△ 0.3

0.9
△ 2.9
160.9
△ 3.9

△ 11.8
4.5

△ 0.4

△ 6.2

△ 40.0
△ 0.1
681.3
△ 2.8

4.9

△ 8.1

53.5
△ 14.7

0.8
△ 10.4

36.5

△ 265
△ 12,846

△ 10,118
△ 2,611

887
△ 1,269

218
△ 1,509

△ 11,358

△ 1,753

△ 38
△ 687
△ 139
△ 889

△ 9,703

△ 3,408

△ 38
△ 1,206
△ 2,119

△ 11
△ 34

△ 14.3
△ 14.3

△ 29.3
△ 7.4
246.4
△ 6.0

2.4
△ 12.5

△ 13.9

△ 17.8

△ 3.2
△ 16.6
△ 27.0
△ 22.3

△ 17.7

△ 9.3

△ 8.4
△ 6.1

△ 13.0
△ 15.5
△ 32.4

対前年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金

木造
非木造
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2014年11月の新設住宅着工戸数　△は減

建材マンスリー資料室

プレハブ
2×4

2014年2013年
11月 12月 1月 2月 3月 4月

14,332
12,950

10,837

11,899 11,209 8,700 7,940

10,598 10,735

12,950

10,837

2×4、
プレハブ戸数

8,612

（利用別・千戸）

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45

総数 持家
貸家

分譲マンション
分譲戸建

木造
木造戸建

25

(%)

-20.0

-30.0

-10.0

0

10.0

20.0

30.0

構造別木造戸数 木造前年同月比
木造戸建前年同月比

2014年2013年 2014年2013年

利用関係別戸数

4月 6月 7月 8月11月 12月 1月 2月 3月 4月11月 12月 1月 2月 3月 5月 6月 7月 8月5月
0

600

650

700

750

800

850

900

950

1,000

1,050

10

20

30

40

50

60

70

80

90

0

その他

近畿圏

中部圏

首都圏

季節調整済
年率換算（全国）

2014年2013年

(千戸) (千戸)

36,593 35,408

14,737

10,174

29,259 31,158

9,105

11,299

26,281
25,959

9,592

8,351

25,787

13,938

30,315

10,629

987

919

1,033 1,055

6月 7月11月 12月 1月 2月 3月 4月

987

919

1,033 1,055

都市圏別戸数

8,896

5月 6月

10,672

8,186

12,350

9,412

7月

11,818

8,908

8月

10,727

9,183

9月

11,017

10,369

10月 11月

13,071

10,040

12,601

10,499

22,912

8,000

11,170

27,320

895895

24,927

8,626

12,424

29,309

906906

5月

23,068

7,972

10,095

26,656

872872

24,931

8,623

12,018

30,185

883883

25,387

7,911

10,038

29,544

839839

8月

24,822

7,867

12,764

28,318

845845

9月 10月 11月 9月 10月 11月

9月

25,914

8,986

11,707

29,275

880880

10月

28,455

8,664
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